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小客放尿庭科歌学斗履習についての提米　- 地歌科丿･関釦こおヽヽて
　　　　大祭教育大　教福祐手　加地晋吾

　　　　八谷女子防大　o吉川　棄　　大気紋W式院を　　x村育代李映嫡

　目的　參庭科･諌,吽の咸之逓遅々そ<r.本質ヵヽうみにいい教科とし■t重要な需義をもっ

にもf)ヽヵ｀わらず，その存をは申々もすri で不ヽ4吏てヽヽ常に教科軽視φ切り傍t肯が問題i- 家

ってき斤，漸吟習樗導要碩での攻米時開削鳶，学習内容の嫡少などをみ,たと昿蓼島科兪

報につヽヽての見直しが｀/β泰てヽ｀あろうy思ヽわれる。中でも小学攻齢μ科の蔵学年履習/^つい

て･ま，以かヽらそ(7ヽ可東脚ぐ肯じられているも(71 へ十分て研究は痙ぎれてい乱ヽ。そこ

川ヽ吟彼の名布科の到皇目裸い評紬目標）を検各社，他裁科い関嵐ヵヽら奈良外川氏学年

履習ト可能であろこt を提示したい。

　方儀す

学稜ri^＆和訪年度よ/）実施り

として一層役ざで心r~めの性疹が重視され，評■mi-ついt の創喬工大昂梅岑殲^改暑充気

が期痔され乙ヽる。参応斗要孫に碁づ｀く「具体的評価内ぷバわ中々ヽら他勅吽で指導されて

いろ学習内容（評価内宕）・7 ち，象臭科ｔして指等で｀きろいｸヽ乙知傭濯解バ枚斧良能

関心態濃のふ観々,別に選び｀吹し斥。さらに現行尽6年の内容を地欽科の司ぶと閲速づ｀l九

／～ぶ年卜奔編氏を貳みた。ま削各学年毎の蚤碩疾内ｒヽ調整も行っre.

　昶果　これヵヽらi5^ijヽ学抜衣庭科のありガと.しt, 他政科の評洒軋気との閤連々ヽらバ晩行

の措募象kのわく内で｀，内容的,こも発ｔ鋭障的にも呟物的立場ヵヽ■7 の載学午履習れで｀さる

カリキ=ユーラA を作氏し得ft。

F 8　　']ヽ孝放家裁科観　　一専科教義・枝希，一敏軟育およが濤護秀の比軟一

　　　　大阪教育式　折福祐チ　加地有手

　　　　八豚政育大院瞳　o亀庁郵主子

　目的　小今枝参庭科に対寸石一般的見｜,ふ近年きびし< 刄ってきてヽヽゐ。その孝司を解

明すろためよh畔攻の奈庭秤の専科斂如軟長･ －峡紋員･ 保護鳶ら。參彭朴対すろ認

懺等を･調ベノト掌政春庭秤の今繊のあり方を検樗オうこ1 とした。

　方法　方,阪府下公ぷ｡小掌校の舷ゑ■ 坏護考を･対券tし／'}忿;耳/z月に･求春無科^専科

叙恥向私/9呂Z耳3 恥ては伎乱鋤名および－･眼歌貝丿㈲私／982年S 月/^は保護

有3叩名にっヽヽX , 質問凧域による調査を行った。主な調査項目,*，參庭科履健験■ 樗

導方法および歌粁観などであi> .

　締果　小･芋政參庭軽についての認戴r.関して以下の締果を･得rc。専科頒頂を除くと電の

象庭科の印象は／抑哩・嵐縫』的尽七のがほとんどであった。いヽもこれ･ぷ履修錬験に

振ろところ･,くぁり, 潜た｡意識と尽，て現在の斂科蘇にも影響してヽヽる，家集科の必要一陳・

が女一共学で･芋,びことの> 義ヽは認ヽめへヽろ（教科として小学校収育を捧の中でのｔ要練･ぷ

li.t
/OどIS-められてぃいヽ。一九象庭耕の専科恭員lふ担当方殲^して専孤制を支持しｔ

い■?.i)＼，自りぐ専耕放娠であろことに満足してヽヽろわ｡げ-c｀はなヽ/ヽ。家屎科の載科(^つヽヽて

(7)φき-6'まりI J通牟軟び政じたことがあるとレ竃M (ゴ象庭科に対すろ瞳徒の聞/ヽ^i｀･反
応｀･て関して」とJらっr1，この現4Kの中で，今桓ふ象農科に要望t!れre ものは, ”奈庭ま池

の意義･を認哉｀すろことr基礎となろ知蔵｀･抜術の習得』に同けt
の指導で」ら，‰こP-

力ヽら<r>･，学牧歌有クヽヽ千ざの奈庭科^ありか帖教育を般の立場むら再核討ド心要･とでれて

ｙている


